
【施策の目的と取組・現状分析】
1

2

3

成果指標の状況（☆は追加した指標、※は変更した指標）

A

B

C

D

4 成果指標の実績値は目標値に対してどうでしたか？ 5 令和４年度の目標値達成の見込みと方向付け

A

B

C

D

6

7 有 無

【施策の振り返り】
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【結論として・・・（施策の振り返りも踏まえて）】
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単位
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目標値 実績値実績値

団体 14 14 16 1414

令和４年度
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④ 下回った コロナ禍による行動制限・自粛の影響。

施策の目的に対して、今まで実施
してきたことはなんですか？

①無形民俗文化財の保存団体で構成する伝統芸能活性化委員会を支援し、団体相互の情報交換、活動紹介パンフレットの配付、記
録保存等への補助を行った。
②奥会津博物館での調査・研究をもとに企画展や郷土の歴史講座を実施し、来館機会を設けた。
③文化財指定の候補物件を調査し、新たな文化財の指定を進めた。

町民等の外部意見を聴取する仕
組みと反映状況を記載してくださ
い。

「２ 成果目標」に対する有効性
（成果が上がった点・問題点）

《成果》

無形民俗文化財の継承団体数

人

各団体において担い手不足が顕著化している。

奥会津博物館入館者数

評価 ▼その理由として考えられること 見込み ▼その根拠と目標値設定（変更）の考え方

④ 下回った

2,629 3,251 8,000 3,8614,089

・貴重な自然遺産と文化の保存・伝承
舘岩総合支所振興課 企画観光係

施策の目的（対象・意図）は何ですか？
※対象(誰が、何が)、意図（どのようになることを目指すの
か）を対象ごとに記載してください。

①無形民俗文化財の継承団体が将来にわたって地域の民俗芸能を保存・伝承していく。
②町民が自然遺産や町の文化財、伝統芸能に対する知識と興味関心を持つ。
③町の文化財が適切に保存・伝承される。

「目指すべき状態」になるた
めの成果目標は何ですか？

▼ 「目指すべき状態」を実現するために目標とする成果は何ですか？箇条書きで記載してください。

①無形民俗文化財の継承団体の維持。
②奥会津博物館の入館者数の増加。
③文化財の調査研究と町文化財としての適切な指定と保存。

総合計画 南会津町総合振興計画施策マネジメントシート 令和 5 年度作成

基本目標(政策) 4-2 文化財の保護と活用を図ります
関係課・係

教育委員会分室 生涯学習係

奥会津博物館 事業係

基本計画(施策) 4-2-1

目標の柱 4 次世代の地域を担う人材の育成
課 係

主管課・係 生涯学習課 文化財係

・保存団体相互の情報交換の場の提供、パンフレットによる情報発信や取組への支援を行い、負担軽減と意識高揚に寄与した。
・博物館の来場者に向けた藍染や歴史講座、南会津地域に残る習俗を紹介する企画展を開催し、地域の歴史や伝統を伝える機会を
提供できた。

《課題》

・無形民俗文化財保存団体では後継者不足が課題であり、現在の支援内容だけでは限界がある。保存会の運営や活動については、
保存団体主導が原則だが、Uターン、Ｉターン者への呼び掛けなど参加条件の柔軟な運用など新たな対応が必要。
・文化財の専門員が少なく、新たな調査研究を進めていく体制が脆弱。

本施策の類似性

本施策の効率性
・保存団体が抱える課題は様々であり、定量的な事業はなく外部委託等による業務の効率化は難しい。
・文化財は誘客力を有している。情報発信の効率化には観光分野との連携が必要である。

自己評価や外部意見を踏まえた
施策全体の今後の方向性

・伝統芸能や文化財は、その地域ならではの特徴や魅力があるかけがえのない財産であり、一度失ってしまうと取り返しのつかないも
のが多い。引き続き保存・継承のための施策を講じていく。
・奥会津博物館では文化財の収蔵機能と活用を両立するため、魅力ある企画展の開催や管理する資料の公開や展示、更には体験
事業をバランスよく進め来場者増加を図っていく。



12 施策を構成する事務事業

08
前沢曲家集落保

存対策事業

生涯学習課

目的

事業費

国選定重要伝統的建造物群保存地区である前沢曲家集落の保存対策を行い後世に継承する。

成果

文化財係

問題 茅葺き屋根の修繕には多額の費用がかかるため、財源の確保が課題となる。

対策

07
地域伝統文化総
合活性化事業

生涯学習課

目的 伝統芸能の保存伝承を図り後世に継承する。

概要
町内の伝統芸能活動団体を構成員とする伝統芸能活性化実行委員会を支援し、伝統芸能団体相互の情報共有と活
動に必要な補助を行った。

成果

520 367 293 230

伝統芸能に必要な用品や活動の記録保存が図られた。

文化財係

問題

対策

事業費

28,179 29,520

指導者及び継承者の高齢化、継承者の減少が課題である。

保存計画に基づき修繕等に対する補助を実施するとともに、火災報知器等の設置を行い、防災情報ネットワークシス
テムを整備し運用を開始した。

入山者による盗掘や踏込の防止と生態系保全のため監視活動を実施した。ニホンジカ、イノシシによる被害対策として
防鹿柵及びワイヤーメッシュ柵の設置及び維持管理を行った。

国指定天然記念物駒止湿原の自然環境を将来にわたって適切に保存・管理するとともに、環境学習や観光資源として
活用する。

06
駒止湿原保存事

業

生涯学習課

目的

成果

概要

監視活動や看板等による周知により入山者のマナー向上が図られた。柵設置によりニホンジカ及びイノシシによる被
害が減少した。

対策により効果は出ているが、獣による食害・湿原内の掘り起こしは継続している。

3,370 3,810 4,797 3,200

①継続 有識者より意見を徴して効率的な対策を探る。

指定文化財保存
活用事業

成果

文化財係

生涯学習課

目的

概要

概要

適切な管理方法や修理・保存のための財源確保が課題である。

05

問題

対策

事業費

03

概ね計画どおりの管理運営ができており、 年間を通した本町の観光資源として誘客に寄与した。

藍染講座を開催し、藍染技法の継承を図った。

成果
藍染講座を年17回開催し、受講者には経験値に応じより高い技術習得に挑戦していただくことで技術の向上につなげ
た。

 事業係

問題 今後、技術指導者の減少により、事業の継続が難しくなることが予想される。

対策

伝統技法（藍染）
の継承事業

奥会津博物
館

目的 当地域に伝わる伝統的な藍染技法の保存継承を図る。

概要

事業費

04
旧南会津郡役所
管理運営事業

奥会津博物
館

問題 担当できる人員に限りがあるため、事業展開の拡がりに限界がある。

1,113 980 870 1,050

575 698 739 1,088

①継続 専門知識を持つ人材を育成し、執行体制を強化する必要がある。

①継続 経験年数の多い受講者を対象に、技術指導後継者の育成を重点的に行う。

対策

事業費

01
奥会津文化財等
研究員設置事業

郷土に関係する歴史・民俗の調査・研究成果を分かりやすく発信するため、企画展を開催した。

事業係

問題 南会津町内に散在する膨大な資料と多様なジャンルの調査・調整業務を限られた人員で行う必要がある。

対策

事業費

奥会津博物
館

目的 地域に存する文化財等の調査、研究事業を推進する。

概要 奥会津博物館に1名の研究員を配置し、南会津地域の調査研究を実施した。

成果

7,297 3,354 3,489 3,599

①継続 会計年度任用職員（文化財専門員）として採用した。

02
奥会津博物館所
蔵資料保存活用

事業

奥会津博物
館

目的
調査研究の成果や所蔵資料を活用し、歴史講座や企画展を実施することで、地域の歴史と文化、伝統に対する理解を
深める。

概要 所蔵資料の活用を図るための整理・保存業務と初心者向けの歴史講座を実施した。

成果 調査研究の成果を発信でき、地域の歴史と伝統を周知できる機会を提供できた。

事業係

番
号

事務事業名
（令和５年度新規事業

に★）

所管課

担当係

事業の目的、概要、成果、問題、問題に対する対策を簡潔に記載してください。（2行以内）

事業費(千円)

令和２年度決算額 令和３年度決算額 令和４年度決算額 令和５年度予算額

目的 福島県指定重要文化財である旧南会津郡役所を一般公開し、活用及び保存管理する。

概要 「西町区」を指定管理者として、管理運営を委託した。

25,598 13,582

①継続 各団体が抱える課題は様々であるため、きめ細かな支援を検討し実行する。

①継続 計画的な修繕を進めるとともに、国庫補助等を活用して負担軽減を図る。

集落内の茅葦き屋根が修繕され景観の維持につながった。クラウドシステムによる火災報知器を導入し、防災体制が
強化された。

事業費 2,742 3,270 3,114 3,053

対策 ①継続 計画的な修繕計画と早期の管理運営計画の整備が必要。事業係

問題

管理する旧南会津郡役所の雪害による復旧工事を行った。

貴重な文化財の保護と保全が図られた。

文化財係

問題

対策

4,710 9,350 10,640 14,544

①継続 指定文化財の良好な保存を計画的に進め、継続した有効活用を図る。

貴重な文化財を適切に保存管理し、後世に継承する。

事業費

成果

雪害による改修工事や建物の老朽化による修繕の必要な箇所があり今後の維持管理体制を整える必要がある。



事業費の合計（千円）
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目的

概要

成果

問題

対策

事業費

15

目的

概要

成果

問題

対策

事業費

14

目的

概要

成果

問題

対策

事業費

13

目的

概要

成果

問題

対策

事業費

12

目的

概要

成果

問題

対策

事業費

11

目的

概要

成果

問題

対策

事業費

事業費

53,648 59,227 61,040 56,773

10

目的

概要

成果

問題

対策

芸術文化係

問題 役者の担い手である子供の人数減少と指導者の安定的な確保が必要である。

対策

09
田島祇園祭屋台
歌舞伎保存事業

生涯学習課

目的 本町の代表的な伝統芸能である田島衹園祭屋台歌舞伎を保存伝承する。

概要 田島衹園祭屋台歌舞伎保存会による公演の実施と保存伝承活動に対する補助を行った。

成果
田島祇園祭時には屋台格納庫前で上演するなどし、出来る限りの活動が出来た。田島小学校３年生の総合学習では
歌舞伎体験授業を行い、成果発表の場として保存会と合同の特別公演を１２月に実施した。

事業費 5,142 7,878 11,500 16,427

①継続
田島小学校以外の小学校でも体験事業を行う。伝統芸能への理解から伝承活動に携わっていくきっかけとし
てもらい、今後の役者や指導者の担い手増加につなげる。


